
       　　                　





　
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
は
、
通
常
の
消
費
生
協
と
異
な
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
軸
に

事
業
を
行
な
う
生
協
で
す
。
め
ず
ら
し
い
生
協
で
す
が
、
長
野
県
高
齢
協
の
他
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
21
都
道
府
県
で
同
様
の
生
協
が
存
在
し
ま
す(

全
国
組
合
員

総
数
は
約
４
万
７
０
０
０
人
、
事
業
高
は
約
72
億
円(

２
０
１
９
年
度))

。

　
各
地
の
高
齢
協
の
設
立
に
際
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
経
緯
が
あ
り
、
地
域
ご
と
に

多
様
な
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
課
題
意
識
に
基
づ
い
て
事
業
や
活
動
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
全
国
の
仲
間
か
ら
の
学
び
も
大
変
貴
重
で
す
。

　
例
え
ば
、愛
知
県
高
齢
協
が
深
め
て
き
た「
多
文
化
共
生
ケ
ア
」も
そ
の
一
つ
。
愛
知
、

特
に
豊
田
市
は
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々(
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
）
が
人
口
の

約
４
％
。
多
く
は
自
動
車
産
業
に
働
く
人
々
で
し
た
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク（
２
０
０
９

年
）
で
失
業
者
が
激
増
。
愛
知
県
高
齢
協
で
は
、
失
業
し
求
職
活
動
を
す
る
人
々
を
対

象
に
６
年
に
わ
た
っ
て
講
座
事
業(

介
護
職
の
資
格
取
得)
を
展
開
し
、
外
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
50
名
近
く
多
く
誕
生
し
ま
し
た
。

　
日
本
人
と
外
国
人
が
共
に
学
ぶ
講
座
で
、
当
初
は
異
な
る
言
葉
や
文
化
に
戸
惑
う
場

面
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、や
っ
て
み
る
と
、「
と
も
に
学
び
あ
え
る
こ
と
が
あ
る
」
と
好
評
。

そ
の
後
、
外
国
籍
の
住
民
が
約
半
数
に
の
ぼ
る
団
地
で
福
祉
事
業
を
立
ち
上
げ
、
約
20

名
の
就
労
組
合
員
が
働
い
て
い
ま
す
が
、
う
ち
外
国
籍
の
メ
ン
バ
ー
が
７
人
。
当
然
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
組
合
員
に
も
、
外
国
籍
の
人
が
多
く
、
母
国
語
や
文
化
を

共
有
で
き
る
介
護
者
は
本
当
に
頼
ら
れ
る
存
在
で
す
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
長
野
県
に
目
を
む
け
ま
し
ょ
う
。
県
内
で
も
高
原
野
菜
産
地
な
ど
、

多
く
の
外
国
籍
の
労
働
者
が
働
い
て
い
ま
す
。
信
濃
毎
日
新
聞
の
連
載
「
五
つ
色
の
メ

ビ
ウ
ス
〜
と
も
に
は
た
ら
き
、
と
も
に
い
き
る
」
か
ら
は
、
農
業
、
製
造
業
で
県
内
の

外
国
籍
の
人
々
が
、
い
か
に
過
酷
な
環
境
の
中
で
働
き
、
困
窮
の
中
で
暮
ら
し
て
き
た

か
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
と
も
に
生
き
る
」
隣
人
と
し
て
、
何
が
で
き
る
か
、
高
齢
協
の
全
国
の
仲
間
の
実

践
に
、
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。















⑮四季の第三。夏と冬の間で、日本では 9・10・11月をいう。
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